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1 新 鮮 な空気 を牛舎内ヘ

(1)換 気 の重 要性

一般的に屋外の珊境は乳牛にとって映適です。それは 常 に用'“|できれいなツト気があるからです.放

牧された乳牛は空気のよどんた'場口■■史い場所を避け 袢 いときには本りに隠れるなど 自 由に環境を

選択します。しかし 拌 乳 L4・l11のスlrなど乳41にとって′
卜合のll11は欠かせません,そ の1■合内をい

わ"こ新鮮できれいな■気にするかか 快 適な環境」をlt,tするボイントです

空気の品質は‖i度 , ユヽ1虻 史 気 11特  ほ こ

りといつた要素にス:イiされます.そ して こ れ

らは日には見えづらいものです.そ して こ れ

らの要素を機械のように整榔tした 0 1多理をす

ることは出来ません.4'合内の空気をきれいに

するには、汚れた空気をタトの新魚rな●気と入れ

換える換気をおこなう他にありません

そして 換 気は次のようにまとめられます。

j臭気 とは  …   臭 いやはこりで汚れた空気を外へ出し、新鮮な空気を中に入れる

そして牛舎内の空気を清浄に保ち、清潔で快適な健康的環境を提

供する

換気がうまく行われない場合はどのようなことがおこ

換気不良力■置終了的には■乳の■●:!卜を低下させます.

てしまいます。たかが換気と思って1よい0ま せん。

るかをは2で示しました.

そして `,理する人のり,llll恵欲までも‐t速させ
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図1 断 熱、換気牛合の働き
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図2 換 気不良によつておこる現象



(2)換 気 と暑熱対策

夏の換気を考える Lで換

気と,熱 対策を分けて考え

てお く必要があります.

klは  温 度 湿 度、風

速がアt量に及ぼす影響を表

しています。適li.では、llL

I支 風 速の形響はありませ

ん.し かし 温 度が高くな

表1 乳 量に及ぼす気温、湿度、風速の影響

温度(℃) 湿度(%) 風速(m/sec)

6 0 8 5 018 224   402

適温

21

2 4

2 7

3 0

3 5

1 0 0

9 3

9 4

7 1

1 0 0

9 3

8 3

5 8

1 0 0

8 5

6 3

1 0 0

9 5

7 9

1 0 0

9 5

7 9

るほど,`度の影響を受けゃ   適 温での乳量を100と したときの値。

す くなります。| わヽゅる                   (乳 牛飼養標準 1994年 度版より)

II‖tl 多鴻]なほど乳量が低下することを示しています。また 風 速が早くなるほど手L量の低 ドが少なく

lrに‖出"が r‐くなるほどその影響が大きいことが分か ります。これは 風 力¬吹くことで体感滸l度が ドが

るためです。以上のことわ'ら夏のア熱対策のポイントは ′卜合内の温度を ドげることになります.さ ら

に ′卜の体にlClを'`てて体感lut度を ドげることになります.

根=脅 内は夏の気温が低 く ,熱 対策があまり重要視されません。 しかし 立 地条件や牛含とこれに

付 lLする牛乳処理室の配置 さ らには増築,寺に残されたllVなどにより 換 気が妨げられ、高温多湿とな

る場riもあります.「 夏になるとどうも,鷹際の■ハ洲r想ぃJ等 とぃうことはありませんか?そ れは牛

からのサインかもしれません.夏 の換気は'熱 け策もイは じ対策を講じること力ヽ 快適な1・舎環境を提

供するために重要です。

(3)空 気 を構成する要素 と生産性

①洲|億

才し牛の適温は4～ 24て です.も つとも快適な鴻1度は 13～ 18℃ にな ります。

そ して こ の適澁よりも温度が高い場合もしくは,(い場イヤには 牛 子しの生産性に影響を及ぼします.

ア 高 11の場合

1 3 5 7 9

1     3                            1     3
. 週'        | シ

ョンソン 1 9 7 ( "

図3 暑 熱と乳量 レベルによる学t量減少の関係

復が遅れ  暑 熱のス トレスの影響め'大きいことわ̀ 分か ります.

図3は 暑熱と乳量減少の関係を手tR

列1に示したものです。泌子L3週 日から

9週 Flにわた り29℃ の高温で飼養し

′tHの 減少を暑熱の影響が無い場合と

比較 し表しています。 Aは 高7L量、

Bは 中7ttt Cは 低学t量で直線が,熱

の影響が無い場合の予淑1芋L量、曲線が

,熱 の影響を受けた実際の手L量です.

ですから、斜線部分がデL量の減少景と

::うことになります.特 に享L量が多い

牛ほど暑熱の影響を受け、孝L量のllo少

嬌力:多くなることが分かります。そし

て、その後適温に戻っても 学L量のい



lltふlυ)よリイヤ 表2 含 飼年の臨界温度

投11にホルスタイン|[は低‖||[Ⅲtいイメーシ

があつます し かし そ れもあろ■ ,までて そ

の時i7.Ll'ユ1よrllヒ,父11 ,■1‐ft′|′fしと,`才し11

で買なります  1人 2参 り1,

また 低 1111,のllのi杉‖ llj t速| をた3に たし

ました。II‖1111にjlか体,I[をド ,る'つL11じよう

に低潟11+にもき',に体感i十日性をll lさせます ま

た 体 んヽ 埓オtているとその|イit■,′、きくなりま

す.特 にヽ:イ,IIにはトライでクリ ン な'‖'売ケ(n

要です

●,V'■

|=郵t中[1写
出生] |    1   3 5 1 1  1 0 0

1カ Fi  1  50 . 120
,tr牛

乾 到  |千 娠,  bOO 104 1   14

,必子し年

盤|1註J
II新争1牛のII学| |■文協 1990'

9 ィ 11曰  1  500
22 5kJIコ  1  500
36 11,」  |  ・DOO

129 1 -24

154

10

0 - 9 |●

2 6-10  - C  -20

20    20   -32   -30

-30 1 -30   -43   -52

低温時の牛の体感温度

| ビ返(m/秒)を'lllしli賞=1層
~¬

I 6 5  3 3 5  5 5 0 1 1 - .  i i )

2    - 2

(´ ●:1計資料1全 農|を設 ・j'部

' 1 三水分 t 加`れる

図5 換 気 シス テム の 模 式 図

(「フリ ス トールシステム」
●イリア1、マイリーP, , 1■ ●)

これを換●tのlllりllで,ころヒ )( :たい■気を牛fi内に111 ,込み  |: r 内ヽのも1●により'気 が■′引:し11,内

の11度を包容すること力'でき た (き′tの 水分を(ア(イ|した空気を1l f iタドにり| す ること力:できる 1'にな

ります. P51

. L牛は多itの水分をオ1議して, ます  k4,1“ ,

表4 7し牛の水分=サ 童

例え`まチ衆111,11■力'27(1で 1,  IIIこ2 1 1 もび)J(

分を蒸 質し 50」 |の■Fiで|よそのltはlt以 i

にもなり■す.

また .1,μ lでは■"kのり| ち `iわたします. 1

11・1たりri,30ヽ50klぢ 尿 で2()3ヽのり|||が,|

`,わ′しま' こ オしらの人itの水分を i「にlll出で

きなけれ  ヽ11床ゃ,Ш′「1,‖れた1人態になってし

よ0ま す そ して こ υ)ため11,恋ろ恐ろ歩き

‖ヽでは,lLき を臨y著します さ 「,に 相1キiのil i

日本.1 9 6 5 , 1(となリ キし房炎やその1山の'lllを,,発すること

に成りま,.換 伝ヽび,F要,卜は ‖lll,こ が イ,き力■,ですん; 1‐fi ll)水̀)を ',ことυ,tl味ち十分 [イ

えることカセ 要です

表3
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湿度は■気  に 合まオじる水ク,の■riをノtし ます

.・後ヽは11■/1i  ル|,‐ると|レ張,る ●)j 水 分が,1
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図6 カ ーフハッチにおける空中'学遊細菌数 (冬期P・5)(干 場)

(4)適 切な換気量は

換気htはどυ,‖度わ■てい。)でしょう力' 換 夕ての之要11は■`iυ,大きさ 1■ ,,Ⅲll 気 ‖|[ れ,I質など力i

rJ‖1に影響します ‖ 々としては■ri内の■気を 定 υ)‖|‖Iで何11フ、オt“えるん.で考えます ● は気ふ:

が,1く 油'I,も|,いので 1‖十‖1・1たり5011/1 1 +‖ ‖ 冬 は十年村のユt‖ち″にし511/11寺‖|が 女

:こ'コl, ま '

1 1し ,の ア黎‖|は換気itもF要ですか 1イトに・
1たる風の強さか,「要であつ そ の」l速は 1 1■ l

/秒 以 :力`必要です

・=1■ 1=´ ■4

(11′



2 換 気 の現 状 と問 題

換気には大きく2つ の方法|こ分:● イt女す  |つ は「スυ)llヤ11

気  2つ  は 「スの条件を妨げる| ■́′,る11にイ,効な強1川換気「=

換気の‖‖題点について `え てみ ま| う

(1)自 然換気での問題点

① 立地条件 (■fi川辺の状態‐

了然換気では ■ 合川辺の状`て |(気の■

し想 しに大きなだ:が‖1ます

立地条件での‖題を Lげると

ア 鯉 物が密llして風力|口らな|

イ |イ ン)11き力|よい

ウ 防 」l林か■合に迪つててヽる

工 谷 ‖|や'卜に'1まれてる

写真 1

fi内の■伝tの対流を利川 した「然換

ります こ の 2つ の換気方法 と冬の

こυ)ような,人態では 窓 を開放 |

迪 らない場イヤが 'こられ ます  と |リ

の逆 り道を水いている場イヤは [11

しか し 立 地条件で換気不11のり |

1 , l j lわi

″ん r l

、)H処かなけれは1くつり衷す“

k,1かlIIしく 強 1刊換気を十

賀舎近くまで崖が迫つているため

■の通りが悪い。

ち:があります

′: こと力りLJで しょう

② 4イilll,1

換気力'うまく,'く'|イ
i1/1,1(よ : |

制換気ともに共iШの局:脚|といえユ|

力'不足して, るヽ物 ち'こらオιました

ア 人 '卜が低く■イ)rr iltが小さ (

イ リ‖放‖̀ 分カン少ない (窓か41

のり|‖1カJN嘱[なため llt′なん

ウ 木 製の窓‖カサ"れてしま ‐

を怠 りが′,になる

工 1イ iを増/11しJiい1ドが成り

オ 牛 riに付■するtt'1■な 14

カ 4'tの 人り |が111巴7tや洋11(

,  ヽと | が  川|“:にき,tttる ことです こ れは「1然換気 強

!,前の牛riでは空気のフ、 L l の バランスカ|しかったり絶●け

it■の77■物の構造 向に不314■ |して以 ドのようなものがあります

11かノ、ると気掲|や湿 忙か `t[|:イする

( 少 ない)た め li“rな`くt′,滸i′、か少なく 熱 やハ,気 奥 気等

`,1こ̀,オ,オtlこく 'ヽ

‖川かし ガ́,い ま た : .シ ても紺/t コ'hiし 窓 の「H卿作業

|こで■気のiイiれを辿IIしてt ろ

oヽ)iイiれを,Lり 部 分1的に'l tt`Jtの'場口iを“:ろ

い |になり 思 り:がl r iになかれ込む

i=2 増 築牛舎の壁がす●1遭 る



(2)強 制換気 での問題点

強制換気は自然換気を行つても効果が得られず 換 気不足に陥る場合にイi効です。強制換気は 自 然
条件に″イiされにくく ■ 含内の状沙しにlLじて使うことができます。

しかし、設置費ゃ紺|ケ′セがかかる 設 置方法で効果がl・うなどいくつかの‖‖胆があります.

① ダクトフアン

これは夕ヽからの新鮮な4気 を取り入れ +

体に'1てて 牛 の体表山iの澁l度を ドげるの力ヽ

1:な I的であり 暑 熱文1策としては有xllです.

しかし 使 つている内に空気の排  か ずれ

て41の背 1に当たっていなかつたり 搾 才し者

の 高ヽlll機代わ りになつていませんか,

窓の‖H放が 1分でないと,けれた空気ゃホコリ

がllr環する状Oιに陥ることがあります.(47,

人ってきた空気を外に逃がすこと力iできれ

ば ■ t内 の空気の人れ替えができ 換 気効果もツ!めます.

図7 タ ク トファンの問題点

表5 ト ンネル換気の制限要因

② 人′"送l■l機

迪路に大型送風機をItき送風する場面をよく,こます ダ クトファンと[1様■体に風を当て冷却するこ

とになります. しわ,し問題点として 次 の物があげられます.

ア 台 数が少な く遠 くの牛まで■力■1いていない.

イ 11合 の両,1から送Jlじ 典 ん中か無101状態になる

ウ lL路佃1だけlllが迪 り 'lmlにはlllがない.1'1ルtの場合,

11体にrlを当てる絆熱対策が,Fllになり ■ 子:全体の空気の人れ換えは難しいと思われます。鼻lliの

よどんだ空気は 窓 のり‖lrxでより換気を促しましょっ

0 ト ンネル換気

この方,ムは1・合全体の空気を動かすこと

が 米 るため 通 路から■の鼻山iまでよど

みなく換気わイjえ 引■けにイi効な方法です。

しかし 牛 舎の構造ゃ耐久円1の‖‖胆 さ

らにコストが高いことから必要台数を設置

できないI12イiには能力不足に陥る●,能性が

あります.ま た牛舎の構造 1の,設置場所が

1対‖tされた り、牛合のl111が多い場合など

で 1分な効果を発揮できないところも見受

けられます.

た5に トンネル換気での効果を抑1刊する

要いを整11しました

項 目 主な原因

台数不足 必要な台数を取り付けられない。
(コス ト、牛舎構造上の理由)

気密性 牛舎の隙F.5が多い

人気口以外の開放部分 (扉、窓)

障害物 継ざ足 し牛舎の壁

通路に置かれた機材

入気口

牛舎構造

その他

人気口の設置不十分

入気側に堆肥盤など臭気の発生源

牛舎の曲がり L、 T型牛舎など

換気扇への自然風の吹き込みにより

能力低下



(3)冬 の換気の問題点

冬の換気は■'内 の油サ'贅や史 tヽを'F l しながr, 1l rフ寸を凍イ|させないようにすることカリくtlです

ていると'内 の‖1■はIIまり■す.し かし 'に 比べれ(1その油t,I

l■:できる水分も少なくなります

図8 1日 の牛舎内の温度と湿度

(19 9 8年 南 根室普及センター調べ)

① ]11,■と湿度

寒いからといつて■含を締め切 ,

も低く ‖ I対湿 ■1まIIくなり 1気に

そこで 結 露がliじやす く ア

ンモニア,な ども溜まり ま し

て冬は11カゼト合に, るヽ'I11カ;多

くなるため ■ 合内の環1屯の■

化は年にとつてストレスが多く

なります.

は8てま牛合内の,lllりと にヽ グ,

変化をグラフにした物です ■

ri内の女t油1かlltくなるにつオtれ|

●がIIまっていること力i“りま

つ.

0 人 リトに溜まつた″|^tのlJ I

`の 1:含内は1・体から‖1る4七  日 りの空気との

ill度バ1で サI気流が起こつます  κ (■と,1しよう

に  渕9)i Ll長て 't気1)ち人'|||,11こ|″1去ります
‐

冬υ)換気はこオしらをどのように,「 するん'が最大υ)

1米赳となります.´つまり人'「力■ヽ 押itし そ オJこ'こ

合う人気力'さオしていること力12,■ ブ)です.

「然換気、強制換気ともに rl lt  iと人気 の バ

ランスが悪かった リ バ ランス■ :れていても 絶

'I Itが不足していては ′て'「にた まつた′1気の初||

か本臀1になります.
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図9 気 I求は暖められた空気で上昇 します
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換気 の改善方 法

(1)自 然換気での改善

I I然換気における空気の流れをF・l人的に表 したのが図 10です.

自然換気カイiわれる原■lJ力は 「 然lJlと内夕ヽ潟l度,1による空気の対流です

夏‖1円|は窓の,H放により 風 が1:舎内を通過するlll  l l iによる換気です .

冬ル1出|は■体か ら‖|る代 /11 u・llなどにより 暖 められた年気で起こる |ル1気lrt  対流を逃かす ことで

換気をします.

夏期Pon 冬期間

図10 自 然換気の特徴

0 夏 '|‖‖の換気 (横肘i換女●

窓のり‖別は迪I行 われている力1窓 の立て付

けわ|よかつたり 雨 の吹き込みを避けるため |

分に出1けられていないところち'1',れます.換

気ltを11人にするには 思 いtlつて窓を取 リタヽ

し'1‖‖1放することにより2,4の換気量が図オt

ます. また 風 向きによって(よ 通 路の トラ
′
を

全開にした方力1風 が+「 を迪る場合もありま

,.

窓が小さかつたり 窓 の数が少なく換気賦か

1分取れない1:合も見られます そ のような場

イ, 'に 穴をあけ Ц の通 りを多くする工人も

考えられます.た だ 冬 の決れ|の心ltもありま

すので `川 ‖Iはコンバネで´ゝ、さぐなどの対策

が必要です

「然の■を 1崚人IIにlltり入れ 良 女fな■舎

環境を作‐,であげましょう

しかし ,1題 点の項に1己1としたように 牛 riのAこrt ァヽ地条件により rlの lLりの悪いところで(よ

いくら窓を,H放しても I1/1 tttか1分‖1米ないと ころもあります。そんな場fiには 換 気扇などによる●:

1刊換気が必要になります

写真 2

写真 3



② 冬 脚|‖Iの換気

夏の換気もさることながら 冬 σ,■気は重要です.タト気温が ドかり 水 道凍結ゃ搾乳作業‖キの寒さな

どから ど うしても窓は力め●jりからになります.

冬"1‖1の自然換気では11体から‖|ろ政射熱によって暖められた暖かい空気は上昇し 天 丼付近に淀み

ます。淀んだ空気を上部から抜くこ七わヽ 冬の換気のポイントです

ア ll突効果で換気改造

キングタイプの牛舎など 人 '卜か1,る場合に人り|から棟ま

でパィプゃ綺で空気が道るように改 〕|した事例もあります。

冬期‖1の換気には効果がIIいと思われます.(区 12 ',■4)

人 '卜にり1気 が あつても 空 気が人るとこ

ろ力J(くては 空 気は動きません.窓 の開閉

調節でソ(り「から抜ける分の空気量を入れまし

ょう  1ス 11)

窓をキ̀め切つていると 結 議でlk紺し、い

ざ開けようとしても窓が開かなくなり悪循環

になります.

牛■に牛がいれば 窓 を5 c mF I度り‖けて

おいても 水 道の凍結はしないと,,う,irを聞

きます 冬 ル|‖1こそこまめな窓の‖‖け開めで

換気のコントロールが必要です。

図 11 冬 も窓の開ナで換気

図12 煙 突換気例

イ オ ープンリッジ (連続棟Ⅲl女,改 造

屋llkの棟と軒部分を開放し :悧'からの抜けを良

くした lf例も有 ります。 (p7●  4気 事例参照0

フリーストールほどの換気htにはなりません力|

冬期間の上部に淀んだ空気を初| す るには効果が

あると思われます.

イiの'デザ〔はオープンリッジの繋き+合で、中Fの

開放のイア無で 天 丼の結需の1人態の道いです。

写真4

上段 軒 が閉まつている写真5 下段 軒 開放



(2)強 制換気での改善

強制1換気は午合の アヽ地条件わlgく、自然換気で 1分 な換気が得られな,り,7では 効 果的です。しか

し、設備費やit気代などコストもかか りますので 「1然換気では‖1来ないのか r'確認が必要です.

強 lll換気には 外 の空気を11舎内に送 り込む に,「方式と ■ 舎 llの空気を外にり|‖|する負′■方式とが

あります.

O 正 圧方式  (7熱 対策としての効果が高い,

ア ダクトファン

青前には 多 くの■合で ,こられた力ヽ 11近

実際に作動 しているのは 少 な くな りました.

折角付けた設備です P熱 対策としては、 また

使えます. ド記のイ1意rlに,I意し使い ましょう

4気 の取 り入れ は  力7鮮な空気を (lll lL盤

や滞水地は避ける,

夏」IPHは窓を全‖‖にし ダ ク トから人る●気

と、′
|=舎内の空気の交換を促進する.

夏は牛のき i古卜にダクトの吹き |し口を設供

します.

冬は送F■ll lを1に'1け 送 JI Ltをインバータや

換気としてもllえます

イ 人 型送lll機

送 ll機の向き

冬季間は上向きに吐き出す

人気|を 制 ■するなど調節をする0に よって 冬 の

最近大型送lll機を 牛 f,通路に置いて牛体を冷211する方も多く見られます.

しかし 送 」l機の11き方でも換気効果が変わつてきます.

図13 タ ク トから空気を送風

大型送風機で 両 方から送風すると真

ん中で、風かぶつかリイャい Il速カイ氏ド

し空気の掟みが‖1米る.思 い空気力詢,央

部に溜まる.

送風機を 方 向に送 Jlすると 空 気を直

線||に送ることが‖1米 送 」l 換気AIJ果が

rJ iする.

|||||

||||

図14 送 風機の置き方と換気効果



送lll機,没,1方法

大型送風機を移動させてきて

通路に設Itしているのがほとんヒ

です力ヽ 人′卜から吊リドげて 'た

用しないときは滑車で収納するこ

ともできます。

② 魚 '「方式 (ト ンネル換気,

◎ トンネル換気の基本lVl泄

4:合内部を トンネルのよう :イえる.

牛合のmllドの窓や開lrt調̀はす でヽ密rlする

人気 は ■合の片佃1の(世lrl Ⅲllに lrinlきに迎続llに作る

反対側の11には大′rJI・気扇 ||,|ln〕以上のもの,を 数台設|'する

■合の空気を合外に排 |させ■つiら ',秒 1 1‖ l以 卜の1帆を起こす.

トンネル換気は牛舎 |を 密閉した トンネルのように考えて ri内 の空気をサ1領1から換気島で弓き抜き、

反対饂1から人気させる方式で 1■ :句を陰'「にする方式です.

トンネル換気は 陰 l■による人|||,換気と 1ヽい空気の流れを11み`iわせた 受 期間を 1視 したつなぎ

1'合の換気ンステムといわれていよす し かし 冬 ,‖ でも :「に核lllさせている事例がたくさんあり

ます。

図15 送 風機つり下げ方式と収納方法

図16 ト ンネル換気の|■図 写真6



0換 気H台 数, 洲 〕方法 60頭 合での'1 ■ ・,…,,‐・●‥●|‐||‥●| ,̈,‐|●‐●| ,̈,‐,,‐●

: 換 気ltをい‖|する方:ムには幾つか有り 1イ )容イ“や■ 1■・̀たりの換気Ltを11にする場合や

:暑熱に!“41をriわせた空女tの流速を1:に"‖ する場イ,があります.

i

:  1 '換 女01数 を11に,HI

′|=合 1ヽ〃ヽ  山18 5in× 11さ43m× l奮さ25n]と ,‐ると ■合容積 91381i

. l\;'"LiiilJt 34t ./ ) l
I

I'  f r ' , 1 l L  l ) , t r  l r r l , l l l l  r , i  r J : n r |

-  9 l : i  u  L n  .  5  o  - , 1 5  4 , 9 0  n ]

I  l^ ' , l \1, \ iE )  t  1l : f l i l ] i i t r )

:  . 1 4 : ) n  - O r r 7 r  l r  / u u m 7 / n f

i ,z"ur; t*
r  4 J  C 9 { r  2 0 . ; 0 r )  .  -  : , ' i

I

:
1

1  2 )空
気滸i速を11にい‖1 , 7熱 :1策を F7`した,

:   午 fi  l l山i Ⅲ18 5 nが高さ25m  と すると
:・
  "ir「Ft 21 25ni

冬川|11の換気量

換女t11数 11 +間11たり 5 1 1

1 ) : 3  8 n i× 5 - 4 5 6 9市

IⅢ l(1高市t,,

3 4 5 R〕×60分 =2 0 7 0 0■ ,/ h r

必要台数

456 9   ■ 15 . 6 0 0 - 0 2 2   ・   1イ,

:

:

空気流速  1 ,秒 I I n l  =  l l分  6 6●〕

換気必要it  2 1  2 5 n ,×66 n l  =  1 4 0 2 5 m

:   換 気扇|ヒカ  3 4 5 n /分

:  必 要台数 14025■ 345‐ 45 - 5F,

:

:※換気Llの台数決定には lヽlF条件 1迪|:合ヽ 1い 1/t牧,Iを `は して

70

◎ トンネル換気の||■

1・合“全体に風力1吹くため 換 気が 「分できて`,μの111か ドかる.

(■際の,11' 2よりも体感,11度(ま, いヽ,

+含 ●が1吃くので '照I I Iの子Lレ′炎の|`Ⅲlに効果がある.

■に風がtlJいているので バ エが少ない.

窓を開め切るので ',' fわ“,(くなる.

臭気を排 |するので想史わヽ Hま らない,

1■合村の|:業環境ん」t″rになつ 労 lal意欲か ,tす る  1 1体 を通 して涼しいJlか,(くので ltt t L作

業の気分かいい,

1・かおとなしくなる

決定する.



◎ トンネル換気における,I意■

既イ′の換気 1などをH張 りして す きまllかノ、「,ぬようにする II'「でビニールがつ くので密 "じ や

すい)

トンネル換気は,知l‖1の換気カム ピ: わヽれるがインバータで■気itを,り‖A すヽると 冬 期‖‖の換気と,

ハ′対策として有効である. 1す べて′■気扇をインバータで制価する必要はな|"

冬11‖‖に必要以 Lのllt気をするこ あ らゆる隙‖‖や:■ タトのあ '子から人気して■合 ●か凛紺する.

■イ,内の風の流れを さ えきf,な 性ヽにする. 1増 築などで■ri勺に1世がある場合)

換気itをインバータで1刊御する■ |ま ラ ジオ (A 1ヽ1に 符 liかノ、る

また コ ンピューターで11御t[ る 機器の″11動 かまれにあろ

人気日は堆IIE盤似1(奥 い ユ、。)`亡FII, に1●,ない

`Ⅲじや,1■電圧で (ブレーカー,1杵ちるなど) 換 気IIが止まることもあるのです意が必要

O 換 気II等の価格

価能規名 動: 格

換気島lmタ イフ

,木十1タ イフ

1世取イ寸''1 1ベル トタイワ|

|ドlRイヤ叫 111紺タイブ|

2 ( ) ( ) v  0 4ヽ、

″    ″

25A 31(ヽ ■nl n

2 5 A  3 6 ( ) H  l n〕n

2 5 A  3■ 5  1 1 H Iぃ

換女て11風 ,「シャッター Y28,000^― ¥ 40000

¥ 5 5 0 0 0‐ ¥ヽ 7 5 0 ( ) ( ,

Y 6 5 0 0 0～ ¥ 8 5 0 0 0

¥ 7 0 . 0 0 0 ‐́Y 9 0 0 0 0

インバータ (11転|]|サヽ)

1～ 2台 ,H

3～ 4台 ||

5～ 6台 '|

1巳気代シュ ミレーション

{l・い トンネル換気扇の 1

して訳い,

前lL条■‐

200V

2()OV

2 0 0 V

1  5 k、、

2 2 k、

3  7 k w

7 ( )ヽ

1 0 1 ) ,ヽ

1 6 5ヽ

各価格は 14均的なmi14です り|′、業イによって 11があるo,で,11 1か'こ|,1もりを取 り1し餃して決定

しましょう.
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24昨11連続稼働
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4 換 気 の改善 事例

1 強 制換気

(1)ト ンネル換気  (別 海町 S牧 場)

① 導 入の・lJ機

「分の十合は換気がよい方たと思っていた力1以 11からトンネル換気については興味があった。そこ

で えヽ成9年 に元気づくりり`業でトンネル換気システノ、か導入できると卜1き,設置を決めた,

1 1サ‖1 1`■合容積5011換 気に要する台数

1'合″ヽl11   1  569 4 ni

設1■換気島能力   260ポ /分

(3 4  5  n i /ク〉)

換気面台数― ( 1 . 5 6 9 4× 5 0 ) / ( 2 6 0× 6 0 )

- 5 03

- 5台

図17 牛 舎内の空気の流れ

② ト ンネル換気の効果

フ|のグラフがトンネル換気のS牧場 イiのグラフが1・/1換気の牧場です。共に同じタイプの■合で11

‖‖放牧を行つています.

夕方 1・を■合に入れた,1後̀ よ共に牛合,111壁は ,|し ましたが、その後はS牧場の方が自然換気より

1l ri内の11度が低くII移してt るヽことが分力,ります

気

　

一
麺

一Ｃ
一

気
　
　
温

（Ｃ
） ′̀,

「寺  間

,| =,

,寺  間

図19 牛 舎内外の温度変化(自然換気)

ドン牛合外

ヽ

ィイ薬内＼
ノ   ＼

~

'ここ多ノ        ~

牛́含外

N

へ /■ 牛訥
・ …

図 18 牛 舎内外の温度変化(トンネル換気)
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③ 設 置費用 (総費川966 5i l 税 男1)

直結タイプ換気扇 (5イ,,         240「 リ

千動式インバータ (l n l )        2 9 4「 1

1籠面開口及び補強 (5カ "i)         8 0「 ‖

換気扇取付枠 取 付及びht修 15カ I)   7 5「 円

風圧シャッター (5台 1        1 3 2  5「 円

換気扇搬入取付 (5' , )          2 5「 円

電気工事 (1, i )             1 2 0「 |

④ 感 想

■合の空気のrtれが良くなり ■ |:杓のアンモニアリtがflくなつた.

含内の温度が下がり 拌 VL作■'け りくなった

インバータ制御で換気`いの11■'tを,11節できるので 冬 でも'こ してll川できる.

写真7 ■ ,:扇設置図

写真8 ´ ンバータ

7,



(2)開 放型牛舎  (別 海町 K牧 場)

平成 1011に 両壁がカーテン式の成牛舎 (対尻式)を 新築した。

① 導 入の動機

今までの牛舎の換気が良くなかつたため、特に冬になると結露が発生し牛舎環境がさらに悪化してい

た。そのため、 「換気の良い牛舎を造りたいJと 思い開放型牛舎を新築した。

② 感想

換気の面では、夏場は放牧しているので、効果の程はまだわからない。冬期間は搾乳作業はやはり寒

いが 換 気が良好で結露はなく牛には良いようです。また ウ ォーターカップはヒーター付きなので凍

結の心配はない。

オープンリッジ

壁の連続開放 (2重カーテン) オ ープンイープ

ヒーター付きウオーターカツプ

写真 10 牛 舎内の施設 器 具

写真9 牛 舎全景

-74-



(3)窓 の位置 を低 くした牛舎  (別 海町N牧 場)

① 導 入の動機

平成10年に11の鼻面の空気をし出ヽし従来の牛合より 窓 の高さが低い (床から45cm) 窓 の数が

多い (壁に対する窓のlll合が高い,  オープンリッジ オ ーランイープ構造の11合を増築した。

② 費用

対尻式牛舎WYl築分 面 積 124 7● (牛床数 16'

4,8 1 4「  ,バ イプライン増設分込み,

③ 感想

牛も居心地が良い感 じがする 'kく lJるようになつたから)

既存の牛舎に比べ舎内が乾煉 している.

夏期間の換気はたいへん良いか 冬 の水道凍結が 心西こです。

写真11 牛 舎全景

写真12 オープンリッジ 写真13 窓とオープンイープ
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